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　去る 6 月、ハンガリーとルーマニアを訪問し、ウクライナ人道支援活動に携わる現地協力団体の関係者から直接話
を聞きました。活動の便宜上、ウクライナの団体とは、隣国の国境地帯での面会となりました。今回は、AMDA が支援
する『メドスポット』（ハンガリー）、『City of Goodness』（ウクライナ）、『セントミッシェル小児総合リハビリセンター』

（ウクライナ）の 3 つの団体からウクライナ国内における現在の状況を聞くことができました。

■ メドスポット（ハンガリー）

　ウクライナ西部の避難所に向けて出発するメドスポットのチームを、ハ
ンガリーの首都ブダペストで見送りました。メドスポットでは、救急車で
定期的に同地域を訪れ、巡回診療を行っています。
　同行するウクライナ出身の医師は、避難所で出会った 50 代の元兵士の
男性について、家族を支えた自身の父親の姿を重ねながら話してくれまし
た。男性は戦争で負傷した後、糖尿病を患い、足趾を切断。妻とはすでに
離別しており、子どもも亡くなった可能性があると告げられていました。
本人にとっては、“ 再び戦場へ戻ることが唯一の生き方 ” でしたが、それ
も叶わなくなってしまったということです。話をしてくれた医師は、「戦争
は人の身体だけでなく、家族や社会とのつながり、生きる意味さえも奪ってしまう」と、無念さを滲ませました。
　メドスポットのシュパニィク理事長は、「元の住居が破壊され、戻れる場所もなく、薬を買う資金もない避難者は、
次第に生きる希望を失っていく」と危惧していました。

■ City of Goodness（ウクライナ）
　ウクライナ西部を拠点とする医療団体『City of Goodness』では、戦
禍はもとより、DV や貧困等から逃れてきた女性や子どもたちを受け入
れています。その中核施設であり、小児用ホスピスを兼ねる『Butterfly 
House』には、113 人の子どもたちが暮らしています。
　今回、創設者のマルタさんが、子どもたちが描いた絵を携え、徒歩で国
境を越えて、ルーマニア側まで会いにきてくださいました。同施設の子ど
もたちの多くは、戦争で親を失ったり、虐待や家庭崩壊が理由で保護され
たりした子どもたちです。そのうちの約 3 割が終末期医療を受けています。
　同日も、前線地域から新たに子どもたちが避難してくる予定で、「彼ら
の誰もが私たちの “butterfly” であり、出迎える際にも、『おかえり』と声をかけている」とのことでした。空爆の激化
で子どもの存在が見えなくなっている現状を憂い、戦闘が終結したとしても、子どもたちに関する問題が後回しにされ
る懸念から、子ども一人ひとりの尊厳を大切にしている様子が伝わってきました。

■ セントミッシェル小児総合リハビリセンター（ウクライナ）

　AMDA が同じくウクライナ西部で支援しているのが、セントミッ
シェル小児総合リハビリセンターです。今回、AMDA と活動を始め
た当初から懇意にしている代表者らと再会し、無事を喜びました。
　医療やリハビリの域を超え、AMDA の支援が、子どもたちが日常
を取り戻す機会を創出していることに触れ、「“ 何かしたい ” という
気持ちを子供たち自身も形にしてくれる」と、彼らからの贈り物の
写真を見せてくださいました。このような謝意の表れが、職員にとっ
ては大きな励みになっているようです。

		  ◇		  ◇		  ◇

　　AMDA が提携するもう一つの医療施設『ダイナスティメディカルセンター』は、ウクライナ北東部の前線の都市ハル
キウにあるため、今回は面会を見送りました。
　各団体が日本の支援者の皆さんに宛てたメッセージを AMDA の SNS で紹介しています。現地からの声が届くよう心
から願っています。（難波　妙）
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巡回診療に向かうメドスポットのチームと

子どもたちの絵について説明するマルタさん

路面に書かれた代表者へのお誕生日メッセージ
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日本とインドネシアの大学生が AMDA マリノ農場で実地研修
　AMDA が運営するインドネシア・南スラウェシ州の
AMDA マリノ農場において、日本とインドネシアの大学生
による体験型学習プログラムが行われました。2026 年 2 月
から 3 月にかけて、香川大学、高知大学、愛媛大学、現地
ハサヌディン大学から計 29 人の学生が参加し、有機農業
や地域社会について学びました。この取り組みは、日尼 6
大学による連携事業『SUIJI』（The Six University Initiative 
Japan-Indonesia）の一環で、学生が農村に滞在しながら地
域の課題や文化への理解を深めることを目的としています。
　学生たちは農家にホームステイし、田植えの準備や野菜
の栽培、有機肥料作りなどを体験。トマトの苗の移植作業では、根を傷つけないよう注意することで、化学肥料を使わ
なくても高い収穫量を維持できることを学びました。また有機肥料は、生ごみや籾殻などを何層にも重ね、温度や水分
を管理しながら約 6 週間かけて熟成させるという、手間のかかる方法で作られており、その作業工程を学びました。
　さらに学生たちは、農業が単なる生産活動ではなく、家族や地域コミュニティーを支える循環型の暮らしと深く結び

ついていることを実感しました。農家では、収穫した米を屋根裏で乾燥・
保存する伝統的な知恵が受け継がれていました。また、水田を源流近く
に配置して化学物質の流入を防ぐなど、有機農業には高度な環境管理が
必要であることも学びました。
　AMDA マリノ農場では、栄養価の高い原生種の赤米「アセロンポ」を
有機で栽培しており、品質維持のため、専用の精米機を使用するなど徹
底した管理を行っています。学生たちは今回の経験を通じて、有機農業
が地域の自然環境と地域社会に根付いていることを理解し、その可能性
と課題について知見を深めました。（近持　雄一郎）

　2025 年度、AMDA カンボジア支部は現地チェンラ大学の
医学生らを対象に、若年層の健康と医療をテーマとした青少
年フォーラムや、災害医療に関するワークショップを実施し
ました。これらの活動は、若者の健康意識の向上と、紛争や
災害時における地域支援体制の強化を目的としています。
　2025 年 7 月、第 8 回青少年フォーラムが開催されました。
これは同支部が、チェンラ大学や RCRC 職業訓練センターと
共催し、カンボジア国立 HIV/AIDS・皮膚病学・性感染症セ
ンター（NCHADS）等の協力を得て開催したものです。医学
生や医療ボランティアら 96 人が参加しました。今回のテー

マは、「グローバル化と科学技術の進展下における若年層のセクシャル・リプロダクティブヘルス」で、若者の性行動
や性に関する健康問題について理解を深めました。特に、情報が氾濫する現代におい
て、SNS 等からの誤った情報や悪影響からどのように身を守るべきかを取り上げ、主
体的に健康管理を行うことの重要性について話し合われました。
　さらに 2026 年 2 月には、タイ・カンボジア国境地帯での武力衝突によって避難民
が発生したことを背景に、有事におけるヘルスケアを取り上げたワークショップが開
催されました。これは、学生やボランティア、大学からの要請を受けて実施されたも
ので、総勢 82 人が参加しました。専門家による講義では、避難民キャンプで活動す
る際に必要な知識や、PTSD など心のケアに関する教育が行われました。
　また同支部は、今回の件に付随して、国内外から寄付を募り、食料品や飲料水、衛
生用品、テントなどの支援物資を複数の避難民キャンプに提供しました。これらの活
動を通じて、学生たちは医療支援の実践的な役割と、人道支援の重要性について学び
を深めました。（近持　雄一郎）

AMDA カンボジア支部 2025 年度活動報告
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インド母子保健事業

　AMDA は、2014 年より、インド最貧州であるビハール州ブッダガヤにおいて、
AMDA ピースクリニック（APC）を拠点に母子保健事業を継続しています。この地域
では、経済的困難に直面している家庭が多く、妊産婦に何らかの異常があっても設備
が整った医療機関で適切な治療を受けることが難しい状況にあります。そこで AMDA
は、「予防」と「問題の早期発見」に重点を置き、地元の産婦人科医による妊産婦健診
をはじめ、超音波検査費用の支援や健康教育などの活動を展開しています。

■ 株式会社フェリシモの皆さんが現地を訪問
　
　2023 年より当事業をご支援くださっている株式会社フェリシモの皆さんが 3 月に
ブッダガヤを訪問されました。同社の板谷智史さんよりメッセージをいただきました。

　「インドの APC を訪問し、地域の根深い慣習を変えていく “ 正しい知識
と信頼の力 ” を肌で感じました。かつては自宅での出産が当たり前で、お
母さんや赤ちゃんの命が失われても “ 仕方のないこと ” と諦められていた
地域。しかし、現地の伝統を否定せず現代医療と調和させるスタッフの地
道な努力により、今や母子死亡率はほぼゼロ、超音波検査率は 100% とい
う素晴らしい変化を遂げています。
　特に心に残ったのは、かつては医療に反対していたお姑さん世代が、自
ら妊婦を連れてくるほど、口コミで信頼の輪が広がっていること。彼女た
ちに本当に必要だったのは、単なる物資ではなく、正しい情報に触れられ
る “ 安心できる居場所 ” だったのだと気付かされました。
　『日本は妊婦にやさしい国』と感謝を伝えてくれる彼女たちの笑顔に触

れ、外からの支援が地域にしっかりと根付き、お母さんと赤ちゃんの命と未来を救っていることを実感しました。
この場所を守る現地スタッフの熱量にも、深い感銘を受ける訪問となりました」

■ 当事業インド関係者が来日

　2026 年 3 月末、当事業に関わりのあるアジット・シンさんがインド
から来日し、岡山にある AMDA 本部を訪問しました。2 週間の滞在中、
日本の文化や習慣に触れるとともに、東日本大震災復興支援活動の視察
や、AMDA と連携協定を締結している企業への訪問、AMDA 中学高校生
会定例会への参加などを通じて、AMDA の活動や理念に対する理解を深
めました。今回の訪問で得られた経験や知見が、今後のインド母子保健
事業のさらなる発展に活かされることが期待されます。			  　  （あるちゃな　ジョシ、岩尾　智子）

　4 月 20 日、駐日スリランカ大使館を表敬訪問し、クマーラシンハ駐日スリラン
カ特命全権大使と面会しました。まず大使より、2025 年 11 月に発生したサイク
ロン「ディトワ」の甚大な被害状況と、国家を挙げた復興への歩みについて改め
てご説明をいただきました。これに対し、本年 1 月に AMDA 本部がインド支部と
協働で実施した豪雨被害への復興支援について報告しました。医療・食糧・教育
の 3 本柱で活動を行ったことに関して、特に次世代を担う若者への「防災研修」
に強い関心を寄せていただきました。
　「すべての活動が重要だったと思うが、特に若者を対象とした教育支援は、次
世代のスリランカを担う人々の心に、AMDA との強い絆を刻む活動となったはず
だ」という大使のお言葉を受け、今後もこのつながりを大切に育んでいきたいと
強く感じています。（祖母井　利昭）

豪雨復興支援事業について報告（駐日スリランカ大使館）
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駐日モンゴル大使を表敬訪問
　4 月 2 日、駐日モンゴル国大使館を表敬訪問し、特命全権大使バンズ
ラグチ・バヤルサイハン閣下と面談しました。アルザフグイ・デルゲルマー
公使にもご同席いただき、昨年 6 月にモンゴル日本教育病院で実施した
内視鏡技術協力事業について、治療・研修の成果やモンゴル人医師の目
覚ましい技術向上を報告しました。また、佐藤理事長のモンゴル国立医
科大学客員教授就任や、本年 9 月に予定している事業計画についても共
有しました。
　AMDA のモンゴルでの活動は 2006 年に始まり、今年で 20 年を迎え
ます。白内障手術の無償提供や子どもの眼科健診推進事業に続き、内視
鏡技術協力事業も 2017 年から継続して実施してきました。多くのモン
ゴル人医師とともにさまざまな症例に向き合う中で築かれた信頼は、単なる技術協力を超え、もはや家族のよう
な絆となっています。20 年の活動の歴史が、この家族の輪をさらに広げ、絆をより深いものとしながら、次世代
へと受け継がれていくことを願っています。（難波　妙）

　AMDA は 2009 年に台湾の行政院衛生署（現・衛生福利部）と外交部
により組織される『TaiwanIHA』（台湾国際医療行動チーム）と協力協定
を締結。以来、スリランカへの高圧滅菌器提供、インドネシア白内障手
術事業への医師派遣など、多岐にわたるご支援をいただいています。
　4 月 2 日に台北駐日経済文化代表処を表敬訪問した際、駐日代表の李
逸洋閣下は、こうした協力の歩みを自ら日本語で紹介され、その誠実な
お人柄に深い感銘を受けました。続いて、佐藤理事長が、2 月にネパー
ルで行われた AMDA ダマック病院での内視鏡技術研修について報告しま
した。首都カトマンズから約 700 キロ離れた同病院では、台湾から内視
鏡の寄贈を受けており、これまで多くの地域住民が検査や治療を受けて
います。今回の研修には近隣病院の医師を含む 8 名が参加し、大腸がん診断やポリープ切除など、高度な治療の
実技指導が行われました。今後も地域医療の向上を目指して、双方による更なる連携が期待されます。（難波　妙）

台北駐日経済文化代表処の李逸洋駐日代表閣下を表敬訪問

　岩手県大槌町で発生した山林火災に伴い、4 月 28 日から 29 日にかけ
て、岩手県大槌町の災害対策本部および元 AMDA 大槌健康サポートセ
ンター（佐々木賀奈子センター長）をAMDA本部から2名で訪問しました。
　当日は降雨により鎮火に向けて事態が大きく好転したものの、町全体
にはまだ焦げた匂いが漂っており、緊迫した状況を肌で感じました。前
日まで、多くの家庭ではホースで自宅へ水をかけるなど懸命な作業が続
けられており、住民の方々からは喉の痛みや消火活動による疲労を訴え
る声が多く上がっていたようです。
　翌 29 日には自治体の調整本部会議に参加し、避難所の環境が改善さ
れ、支援体制が充実していることを

確認しました。さらに地域の自治会、医師会、社会福祉協議会の関係者らと面談を
重ねた結果、生活上の大きな不便は解消され、緊急の医療・物資支援ニーズも収束
に向かっていることを確認できたため、現地での緊急対応は不要と判断し、活動を
終了しました。
　皆様との面談を通じ、東日本大震災で培われた協力体制の輪が、さまざまな場面
で活かされていることを改めて実感しました。今後も関係諸機関との連携を維持し、
必要に応じた支援ができるよう備えてまいります。（祖母井　利昭）

令和 8 年 岩手県大槌町山林火災緊急支援活動
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　ご協力ありがとうございました　				    　　　2026 年 3 月〜 5 月分（敬称略） 

＊緊急救援　＊ウクライナ人道支援　＊AMDAフードプログラム　＊ルワンダ学校保健
＊カンボジア　＊ネパール医療支援　＊インド・AMDAピースクリニック　＊内視鏡技術移転
＊AMDA中高生会　＊こども食堂支援　＊災害事前対策　

現在ご寄付受付中の活動
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　2016 年 4 月に発生した熊本地震の際、AMDA は震源地である熊本
県益城町にて緊急医療支援活動を行いました。AMDA の救援チームは、
4 月 14 日に起きた一度目の地震の直後より、町立広安小学校を拠点
に活動を開始。その後、16 日の本震に見舞われながらも、1 ヶ月間、
同校にて医療支援を行いました。
　これと並行して、AMDA は、町内の避難所が閉鎖される 10 月まで、
益城町総合運動公園（町民グラウンド）において、災害鍼灸支援を実
施しました。翌年の 7 月には “ 支える人を支える ” プロジェクトとして、
同じく町役場の職員の方々を対象とした鍼灸支援活動を 8 ヶ月間にわ
たって行いました。
　去る 1 月 31 日、震災から 10 年の振り返りの意味も含め、益城町主
催の総合防災訓練が開催されました。AMDA は、当時の活動を紹介するパネルや動画を展示。会場では、当時救護所
を利用した子どもたちや、支援に携わったボランティアの皆様、医療関係者の方々との再会がありました。「やっと、こ
こまで来れました」という西村博則町長の一言に、復興への長く厳しい道のりや、町民の努力、支え合いの積み重ねが
凝縮されているように感じました。（難波　妙）

ボランティアふれあい交流会を開催
　5 月 26 日、日頃から AMDA の本部事務所でご活躍いただいているボ
ランティアの皆様と AMDA 職員との交流会を開催しました。20 代から
90 代まで、幅広い年代のボランティアの皆様にご参加いただき、大変盛
況な会となりました。
　交流会は参加者全員による自己紹介からスタート。その後、職員によ
るネパールでの活動報告を行いました。AMDA が活動する現場の様子
をお伝えすることで、
AMDA について改めて
ボランティアの皆様に

知っていただく機会となりました。
　その後は、AMDA が活動する国・地域のお菓子や飲み物をご試食
いただきながら、ボランティアの皆様、職員、AMDA グループの菅波
代表を交えた楽しい歓談のひとときを過ごしました。
　AMDA の活動は、人道支援の現場だけでなく、事務所でのさまざ
まな業務においてもボランティアの皆様のお力に支えられています。
今後も皆様とともに活動を進めてまいります。（安孫子　芙美）

熊本地震から 10 年

『連合岡山 東部地協 2026 ふれあいメーデー』に出展

　4 月 29 日、岡山市にある北長瀬未来ふれあい総合公園芝生広場で
開催された『連合岡山 東部地協 2026 ふれあいメーデー』に出展
しました。当日は、200 人以上の方々に AMDA のブースへお越し
いただきました。ブースでは、AMDA の活動紹介パネルを用いた子
ども向けのクイズを実施し、景品として防災食やお菓子をプレゼン
トしました。
　来場者の方々からは、「AMDA の名前は聞いたことがあったけれど、
実際に活動している国や地域については初めて知った」といった感想
も寄せられ、多くの方に AMDA の活動を知っていただく貴重な機会
となりました。
　当日は、日頃から AMDA の活動を支えてくださっているボランティアの皆様や、AMDA 中学高校生会のメンバーも
会場に駆けつけ、展示パネルの説明やクイズ景品の配布など、運営をサポートしてくださいました。皆様のご協力により、
イベントは盛況のうちに終了しました。（安孫子　芙美）

西村博則町長（写真中央）
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AMDA 中学高校生会　4、5 月定例会

　AMDA 中学高校生会（中高生会）では、毎月一度定例会を行っています。
新年度のスタートとなる 4 月の定例会では、佐藤理事長とのセッションを実
施。新しいメンバーに AMDA に親しみを持ってもらい、今年度の活動に向け
てメンバー全員が士気を高めました。
　セッションでは、佐藤理事長がいくつかの数学の問題を出題し、数学的思
考で物事を考えることの重要性を説明。これを切り口に、人生において数学
者の秋山仁理事から深い影響を受けたことや、人道支援の道に進んだ経緯等
について話しました。
　自ら人生を切り開いてきた佐藤理事長の経験談は、メンバーにとって、今
後のボランティア活動のみならず、自身の将来について考える良い機会となりました。
　また 5 月の定例会では、今年度の活動の軸となる「防災」と「子ども食堂」をテーマにディスカッションを実施。グ
ループに分かれて子ども食堂について学び、その後、防災面で子ども食堂が果たす役割や、災害時における課題などに
ついて議論しました。その上で、防災の観点から、自らが子ども食堂のためにできることを考えました。中高生会では、
今後も中高生ならではの視点を活かして、防災への取り組みを進めていきたいと考えています。（勢島　康士朗）

　2026 年 4 月 6 日から 5 月 1 日にかけて、三井住友信託銀行岡山支店な
らびに岡山中央支店のロビーにて、AMDA の活動を紹介するパネルを展示
させていただきました。
　毎日多くの方が行き交う銀行のロビーという場所で、国内外での医療支
援や被災地での活動をお伝えする貴重な機会となりました。普段 AMDA の
活動に触れる機会の少ない方々にも、パネルを通じてその歩みや理念をお
届けできたことを、大変嬉しく思っています。展示をご覧になり、AMDA
の活動に温かな関心を寄せてくださった方もいらっしゃいました。
　AMDA の活動に対するご支援の選択肢の一つとして、「遺贈寄付」があ
ります。遺贈寄付とは、個人が遺言によって遺産の全部、または一部を、

NPO 法人等の団体や機関などに寄付することをいいます。「人生の締めくくりに、誰かの役に立ちたい」そのような思
いを形にする手段として、近年注目が高まっています。三井住友信託銀行では、AMDA に対する遺贈寄付に関するご
相談も受け付けています。ご関心をお持ちの方は、ぜひご相談ください。（平島　美緒）

三井住友信託銀行でパネル展示

AMSA Japan 主催『JaMSC』に菅波前理事長らが出席

　全国の医療系学生の団体『AMSA Japan』（アジア医学生連絡協議会日本
支部）が主催する学生向けの交流イベント『第 4 回 JaMSC in 岡山』が 5 月
4 日から 6 日にかけて行われました。今回の催しは、「設立から 40 年を過ぎ
た今、AMSA の原点である岡山に集まろう」という思いから、初めて岡山で
開催されました。
　AMSA は、AMDA の菅波前理事長が 1980 年に設立した団体です。ここで
培われた国内外の医学生とのつながりが、AMDA としての世界規模での人道
支援活動へとつながっていきます。
　開会式には、来賓として岡山県医師会の松山正春会長をはじめ、菅波前理
事長も出席。「AMSA を通じてさまざまな人と交流し、世界に通用する知恵を身につけ、今後の人生に役立ててほしい」

とあいさつしました。またこの日は、AMDA 中学高校生会のメンバー 5 人も
イベントに参加しました。
　南海トラフ巨大地震に関するワークショップでは、発災時に避難所などで
想定される課題やその状況下で実施可能な活動について、医療者を志す立場
から学生たちが活発に意見を交わしていました。その後で、AMDA の佐藤理
事長が講演。自身の緊急人道支援活動の経験を踏まえ、医療者として世界の
現場にどのように向き合うべきかを学生たちに伝えました。（勢島　康士朗）


